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綾町は日本で最も美しい村連合に 
加入しています。 

　　　　　　　　〜国民年金について〜

障害者等用駐車場利用証制度について

図書館まつり  〜てるは図書館〜
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綾町  
人口  
の  

男
女

総　数
世帯数

転入
転出

13
10

出生
死亡

7
3

3,403
3,870
7,273
2,885

（＋ 0）
（＋ 7）
（＋ 7）
（＋ 4）

※（　　）は前月比
　現住人口調査12月1日現在

※先月（12月）号の広報誌より、現住人口データに平成22年国勢調査の結果が反映されています。
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新成人のみなさんおめでとうございます

「2012」という数字を小学校 6 年生の笑顔（人文字）でつくりました。町民のみなさんが、
新年を笑顔いっぱいで過ごせますように…。
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綾 町 長 

前　田　　穰 

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
ご
家
族
お
揃
い
で
つ
つ
が
な
く
新
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
は
口
蹄
疫
の
後
遺
症
を
癒
す
暇
も
な

く
、新
年
早
々
新
燃
岳
の
噴
火
、鳥
イ
ン
フ
ル
の

発
生
等
た
び
重
な
る
被
害
を
受
け
、
町
民
一
丸

と
な
っ
て
復
興
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
た
矢
先

に
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
未
曽
有
の
被

害
を
被
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
更
に
福
島
原
子

力
発
電
所
の
事
故
は
、広
範
囲
に
放
射
能
汚
染

が
広
が
り
、
未
だ
に
終
息
の
見
通
し
も
立
た
な

い
ま
ま
で
有
り
ま
す
。
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
や
未
だ
に
自
宅
を
離
れ
不
便
な
生
活
を

強
い
ら
れ
て
い
る
方
々
等
に
哀
悼
の
意
を
表
し
、

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
私
達
は
新

し
い
年
を
迎
え
は
し
た
も
の
の
、
被
災
地
の
過

酷
な
状
況
を
察
す
る
に
、引
き
続
き
町
民
皆
様

の
昨
年
に
も
勝
る
お
力
添
え
を
賜
り
、
全
力
で

支
援
を
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
平
成
24
年
度
綾
町
は
、
町
政
施
行
80
周
年

と
言
う
輝
か
し
い
歴
史
を
刻
む
記
念
す
べ
き
年

で
有
り
ま
す
。先
人
先
達
の
皆
様
に
感
謝
の
気

持
ち
を
表
し
、こ
の
節
目
を
大
事
に
生
か
し
歴

史
の
重
み
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
、
更
な
る

発
展
に
繋
げ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
そ
の
中
で
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。照

葉
樹
林
都
市
綾
を
基
調
と
し
、自
然
と
調
和
し

た
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
教
育
文
化
都
市
を

理
念
と
し
た
、
地
域
づ
く
り
町
づ
く
り
の
根
幹

と
し
て
推
進
し
て
い
る
、
民
官
一
体
と
な
っ
た
綾

照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
区
域
を
核
と
し
、
隣

接
す
る
私
達
が
生
活
し
て
い
る
エ
リ
ア
を
含
め

た
地
域
を
、ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
（
生
物
多
様

性
の
保
全
、持
続
可
能
な
開
発
を
目
的
と
す
る
）

の
登
録
地
域
と
し
て
文
部
科
学
省
が
推
薦
す

る
事
に
決
定
し
、
早
速
登
録
申
請
を
行
い
ま
し

た
。
本
年
夏
頃
に
は
国
際
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の

認
定
が
貰
え
る
も
の
と
期
待
さ
れ
、町
政
80
周

年
の
記
念
す
べ
き
年
に
花
を
添
え
る
事
が
出
来
、

大
変
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。こ
の
こ
と
に
よ

り
自
然
と
の
共
生
、人
と
人
と
の
共
生
を
図
り
、

生
物
圏
保
存
地
域
の
保
全
が
図
ら
れ
、地
域
の

活
性
化
に
取
り
組
む
事
が
更
に
充
実
す
る
こ

と
に
な
り
、
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
力
強
く
推

進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
新
春
早
々
に
、
南
俣
保
育
所
が
新
築

完
成
し
ま
す
。
子
供
を
健
や
か
に
生
み
育
て
、

安
心
し
て
子
育
て
が
出
来
る
環
境
の
整
備
や
、

中
学
校
の
校
舎
建
て
替
え
に
つ
い
て
の
基
本
設

計
を
作
り
上
げ
、さ
ら
な
る
教
育
環
境
の
充
実

強
化
に
取
り
組
み
、
学
力
向
上
を
図
り
、
教
育

文
化
都
市
の
町
と
し
て
大
き
く
前
進
さ
せ
る

年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
町
政
施
行
80
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、こ

れ
ま
で
の
歴
史
を
踏
ま
え
、
温
故
知
新
の
思
い

を
強
め
、あ
ら
ゆ
る
困
難
を
乗
り
越
え
、
町
民

の
暮
ら
し
と
生
活
を
守
り
、子
供
に
誇
り
と
希

望
を
抱
か
せ
、
綾
町
で
生
活
す
る
こ
と
に
喜
び

を
感
じ
、
高
齢
者
も
生
き
が
い
を
持
ち
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
と
共
に
、こ

れ
ま
で
町
づ
く
り
を
支
え
て
頂
い
た
自
治
公
民

館
活
動
、
自
治
消
防
団
、
商
工
会
、
地
域
婦
人

会
等
民
主
団
体
の
活
動
に
心
か
ら
敬
意
と
感

謝
を
申
し
上
げ
、こ
れ
か
ら
も
関
係
機
関
と
の

連
携
を
強
化
し
、自
主
自
立
の
町
づ
く
り
の
基

盤
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
に
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。本
年
も
町
民
皆
様
の
ご
支
援
ご
指
導
を

賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
結
び
に
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら

し
い
年
で
有
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 
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綾町議会議長 

大　隈　　寛 

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、ご
家
族

お
そ
ろ
い
で
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
、
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
、
本
県
で
は
新
燃
岳
噴
火
や
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
発
生
、東
日
本
で
は
大
地
震
に
よ
る

大
津
波
の
発
生
で
、
多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ

れ
る
な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
、日
本
全
体
が

悲
し
み
に
覆
わ
れ
た
極
め
て
不
幸
な
年
で
あ
り

ま
し
た
。 

　
国
内
外
の
情
勢
を
み
ま
す
と
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太

平
洋
経
済
連
携
協
定
）の
協
議
参
加
表
明
は
、

今
後
国
を
二
分
す
る
大
き
な
問
題
で
あ
り
ま

す
。ま
た
、ギ
リ
シ
ャ
の
財
政
破
綻
を
受
け
Ｅ
Ｕ

（
欧
州
連
合
）
全
体
の
金
融
不
安
な
ど
、震
災
復

興
が
待
っ
た
な
し
の
我
が
国
に
と
っ
て
も
、世
界

情
勢
の
動
向
が
不
透
明
な
中
で
の
対
策
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
状
況
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。 

　
さ
て
、町
民
皆
様
と
共
に
安
定
し
た
自
主
自

立
の
町
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
、
我
々
議
員

と
し
て
も
地
方
の
発
展
無
く
し
て
国
民
生
活

の
安
定
向
上
は
無
い
こ
と
を
強
く
国
に
訴
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
し
、
執
行
部
と

は
常
に
緊
張
感
を
持
っ
て
、で
き
る
限
り
町
民

の
要
求
・
要
望
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
活
発
な

議
会
運
営
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
綾
町
で
は
、昨
年
も
他
市
町
村
に
無
い
独
自

の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

町
内
の
施
設
整
備
等
も
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
本
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
り
ま
す
「
照

葉
大
吊
橋
」
が
新
た
に
架
け
替
え
ら
れ
、
町
内

外
か
ら
多
く
の
皆
さ
ん
に
お
出
で
頂
い
て
お
り

ま
す
。あ
の
雄
大
な
自
然
林
の
中
で
心
身
と
も

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
、
健
康
で
穏
や
か
な
時
間

を
過
ご
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
た
、商
工
業
者
の
皆
さ
ん
の
館
と
し
て
、「
産

業
観
光
会
館
」
が
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

中
央
商
店
街
活
性
化
の
拠
点
施
設
と
し
て
、今

後
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
利
用
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

　
更
に
は
、韓
国
鎮
安
郡
と
の
友
好
交
流
協
定

の
締
結
が
な
さ
れ
ま
し
て
、こ
れ
か
ら
各
分
野

で
の
交
流
活
動
が
始
ま
り
、お
互
い
の
意
識
の

向
上
や
地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
を

期
待
致
し
ま
す
。 

　
綾
町
の
元
気
で
活
力
に
満
ち
た
姿
を
全
国
へ

発
信
で
き
る
よ
う
、
町
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

　
結
び
に
、
今
年
も
議
員
一
同
自
主
自
立
の
町

づ
く
り
に
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

　
本
年
は
、町
政
施
行
80
周
年
の
記
念
す
べ
き

節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。
今
年
一
年
が
町
民
の

皆
様
に
と
っ
て
輝
か
し
い
年
と
な
り
、平
穏
な
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。 
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　日本国宮崎県綾町と大韓民国全羅北道鎮安郡は、文化、教育、産業、行政等の
広範な交流を通じて相互理解と友好親善を深め、両地域の繁栄と発展に寄与する
ことを目的として、ここに友好交流協定を締結します。 

 
１．これからの交流がより未来志向的で、さらに実りの多いものと
なるよう共に努力し、相互に支援します。 

 ２．この交流が日韓両国の親善を促進し、さらに世界の平和と繁栄
に貢献するよう努力します。 

　11月19日、第30回工芸まつりのオープニング式典に先立ち、綾町と鎮安郡との友好交流協定が締結さ

れました。 

　締結式は、前田町長、大隈議長、鎮安郡からはソン ヨンソン郡守、パク キチョン郡議長を迎えて行わ

れ、鎮安郡からの同行者として来町していた、日韓交流協会（綾町との交流を目的としてつくられた協会）

の代表者、郡職員、農業者団体、自治会の方々など総勢60名と綾町の各団体の代表者等が参加しました。 

　この友好交流の目的は、文化、教育、産業、行政等の広範な交流を通じて相互理解と友好親善を深め、両

地域の繁栄と発展に寄与することにあります。 

　ことに、鎮安郡は薬草で名高い高麗人参の生産地（生産量はトップクラス）で、町づくりの先進的なモデ

ル地域として注目されており、綾町でも学ぶべきことは多いと思われます。 

　今後は、この友好交流協定が生きた協定になるようお互いの意見を交換できる機会の場の確保、例えば、

子供同士のサマーキャンプや交換留学など民間交流を主軸においた積極的な相互交流の展開を図っていきた

いとおもいます。 

　最後に、この締結式の翌日に行いました自治公民館手づくり文化祭の視察においては、各公民館の手づく

りの韓国語による歓迎ポスターの展示や食事のもてなし等々何かとご協力、ご支援をいただきました事に心

よりお礼申しあげます。 

 

韓国鎮安郡と友好交流協定を締結しました。 
 

友 好 交 流 協 定 書 
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　鎮安郡は韓国語読みでは「ｃｈｉｎａｎｇ」。nが連音化するため、「チナン」と読みます。 

　全州は仁川空港からバスで４時間。ソウルからは３時間の距離にあります。鎮安郡は、そこからさ

らに車で50分程の所です。緯度は東京とほぼ同じですが、標高が海抜400ｍのため、真夏でも東京

やソウルに比べて涼しく、冬は零下20度まで気温が下がる事もあるそうです。 

　鎮安郡は紅参（朝鮮人参）、ツルニンジン、シイタケ、天日干しの唐辛子、黒豚、種なし柿などの特

産物、豊富な食材ときれいな自然を有する町です。自然を愛して保全し、より大きな郡民の幸せを実

現するため、住民と行政が協力しあいながら、環境に優しい町づくりに取り組んでいます。綾町との

共通点も多く、全面積の80%を山林が占めています。 

 

 

 

 

 

 

＜３大戦略事業＞ 

１）漢方薬草（紅参）産業 
　　○ 高麗人参の最初栽培地の一つとして、生産量や輸出量がトップクラス 

　　○ 約350種類以上の様々な薬草があり、森林を生かした薬草栽培も盛んである。 
 

２）アトピー戦略事業 
　　○ 清掃環境を生かし、2007年から積極的に取り組んでます。 

　　○ アトピーフリー小学校があり、今後中高等学校も予定している 

　 
３）集落活性化事業 
　　○ 2001年から全国自治体最初に独自集落活性化事業を導入する。 

　　○ 生涯学習、住民自治、経済自立、相扶相助の精神に基づき、空間的にも広がりつつある。 

　　○ 専門職の公務員も採用し、全国的に年間２千人以上の視察団が訪れている。 

　　○ 帰農、帰村運動を実施し、過去3年間で450世帯、900人の実績を誇る。 

綾　町  

鎮安郡  

7,300 

27,000

95.21 

788.00

566 

5,525

76.6 

35.0

人　口（人） 農家数（戸） 面　積（㎞ ） 2 人口密度（人/㎞ ） 2

チョンジュ インチョン 

約 

約 
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  20歳になったら国民年金 
 

国内に居住する20歳以上60歳未満のすべての人は国民年金に加入し、国民年金

の保険料を納めることになります。 

収入等がなく保険料の支払いが困難な場合は「学生納付特例制度」（学生のみ）、

「若年者納付猶予制度」（30歳未満）などの保険料免除制度があります。 

 

  国民年金（基礎年金）３つのメリット 
 
１．老後を支えます（老齢基礎年金） 

２．病気やけがで障害の状態になったときに支えます（障害基礎年金） 

３．加入者が亡くなったとき、子のある配偶者、子を支えます（遺族基礎年金） 

 

  世代と世代の支え合いの仲間入り 
 

公的年金制度は、現役世代が納める保険料で高齢者の方の年金を負担するという

「世代と世代の支え合い」が基本です。 

 

  公的年金制度は２階建て 
 

日本の公的年金制度は、２階建て構造になっています。 

 

　　公的年金制度の仕組み（平成22年度末） 

新成人のみなさん おめでとうございます 

国民年金（基礎年金） 

厚生年金保険など 
２階建て構造 

第２号被保険者 
サラリーマンや 
公務員の方など 

3,884万人 

第３号被保険者 
第２号被保険者に扶養 
されている配偶者の方 

1,005万人 

第１号被保険者 
農業、自営業者 
学生の方など 

1,938万人 

6,827万人 

※20歳になった時の国民年金の手続きについては、市町村または、年金事務所までお問い合わせ 
　ください。 
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● 

対
象
駐
車
場 

 

　
商
業
施
設
や
官
公
庁
な
ど
公
共
的
施
設

に
設
置
さ
れ
た
駐
車
場
で
、
県
に
協
力
駐

車
場
と
し
て
登
録
さ
れ
た
駐
車
区
画
。 

　
制
度
対
象
区
画
は
、
車
い
す
利
用
者
に

優
先
的
に
ご
利
用
い
た
だ
く
区
画
（
概
ね

3.5
ｍ
幅
）
と
、
そ
の
他
の
方
に
ご
利
用
い

た
だ
く
区
画
（
一
般
幅
）
の
２
種
類
が
あ

り
ま
す
。 

 

※
利
用
で
き
る
駐
車
区
画
に
は
、「
お
も
い
や

り
駐
車
場
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
ス
テ
ッ

カ
ー
を
表
示
し
て
い
ま
す
。 

 

● 

利
用
対
象
者 

 

　
歩
行
困
難
な
方
、
駐
車
場
内
の
横
断

に
危
険
が
伴
う
方 

※
障
害
者
手
帳
保
持
者
、
介
護
保
険
の
要
介

護
者
、
特
定
疾
病
医
療
受
給
者
、
妊
産
婦
、

け
が
人
の
う
ち
県
が
定
め
る
交
付
基
準
に

該
当
す
る
方 

 

● 

利
用
証
の
申
請
手
続 
 

　
制
度
開
始
日
は
平
成
24
年
２
月
１
日

で
す
が
、
利
用
証
交
付
申
請
は
事
前
に

受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

 （
申
請
窓
口
） 

協
力
市
町
村
、
宮
崎
県
障
害
福
祉
課
、

県
各
福
祉
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー(

小
林
分

室
を
含
む)

、
県
児
湯
福
祉
事
務
所
、

県
西
臼
杵
支
庁
、
県
各
保
健
所 

 

※
協
力
市
町
村
は
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載 

 

● 

問
い
合
わ
せ
先 

● 

県
障
害
福
祉
課 

2
（
〇
九
八
五
）
三
二
―
四
四
六
八 

綾
町
　
福
祉
保
健
課 

2
（
〇
九
八
五
）
七
七
―
一
一
一
四 

障
害
者
等
用
駐
車
場
利
用
証
制
度
が
始
ま
り
ま
す

障
害
者
等
用
駐
車
場
利
用
証
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。 
障
害
者
等
用
駐
車
場
利
用
証
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。 

（
愛
称

（
愛
称  

お
も
い
や
り
駐
車
場
制
度
）

お
も
い
や
り
駐
車
場
制
度
） 
制
度
開
始
日
　
平
成

制
度
開
始
日
　
平
成
24
年
２
月
１
日 

（
愛
称  

お
も
い
や
り
駐
車
場
制
度
） 
制
度
開
始
日
　
平
成
24
年
２
月
１
日 

　
本
制
度
は
、
商
業
施
設
、
病
院
、
銀
行
、
官
公
庁
な
ど
公
共
的
施
設
に
設
置
さ
れ
た
身
体
障
害
者
用
駐

車
場
等
を
適
正
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢
の
方
、
妊
産
婦
な
ど
歩
行
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
方
に
対
し
て
、
県
内
共
通
の
利
用
証
を
交
付
し
、
当
該
駐
車
場
を
設
置
す
る
事
業
所
等
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
本
当
に
必
要
な
方
の
た
め
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
図
る
制
度
で
す
。 

　
総
務
省
・
経
済
産
業
省
で
は
、
平
成
21
年
に

実
施
し
た
「
経
済
セ
ン
サ
ス
―
基
礎
調
査
」
の

結
果
を
基
に
、
平
成
24
年
２
月
に
、
平
成
23
年

の
事
業
所
・
企
業
の
活
動
状
態
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
の
「
平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―
活
動

調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
各
種

行
政
施
策
や
学
術
研
究
の
基
礎
資
料
と
し
て
の

利
活
用
だ
け
で
な
く
、
経
営
の
参
考
資
料
と
し

て
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
も
活
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

　「
平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―
活
動
調
査
」

の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
従
来
の
「
事
業
所
・

企
業
統
計
調
査
」、「
サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
」

を
は
じ
め
と
し
た
大
規
模
調
査
を
統
合
す
る
ほ

か
、
平
成
21
年
商
業
統
計
調
査
、
平
成
23
年
工

業
統
計
調
査
の
調
査
事
項
に
つ
い
て
も
、
活
動

調
査
の
中
で
、
把
握
す
る
こ
と
と
し
、
事
業
者

の
皆
様
方
の
記
入
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。 

  

平
成
24
年 

経
済
セ
ン
サ
ス
―
活
動
調
査
に 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
!! 

 

お

も
い や

り
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年末・年始をふるさと「綾」でお過ごしの皆様へ 
 「綾てるはの会」会員募集 （ふるさと納税寄附金募集） 
生まれ育った「綾」　両親や祖父母のいる「綾」　古き良き時代の「ふるさと」の姿を今も残す「綾」を 

寄附という形で応援してください！ 

 
　自分が住んでいる自治体に納める個人住民税の一部をふるさとに納めることができる制度です。地方公共団体（綾
町）へ2,000円を超える寄附をされた場合、2,000円を超える部分について一定の限度まで所得税と個人住民税から
合わせて控除することができます。ただし、個人住民税については、住民税額の概ね１割が上限となっています。 
　なお、下限額2,000円については、控除対象とならないため、「綾てるはの会」では、特産品など5,000円相当のも
のをお受け取りになりたい時期にお届けいたします。 

 
＊ふるさと納税寄附金の申し込み方法 

①「ふるさと綾サポート申込書」に必要事項を記入の上、電子メール、ＦＡＸ、郵便のいずれかでお申し込みください。 
　※「ふるさと綾サポート申込書」→綾町ホームページ、または、総務税政課町税係まで 

②申込書受付後、納付案内と郵便振替用紙をお送りします。 
③送付された郵便振替用紙により、ゆうちょ銀行または郵便局の窓口でお振り込みください。 
　（振り込み手数料は不要です。） 
④入金確認後、綾町の特産品をお送りし、その年の12月中に寄附金の受領証明書をお送りします。 
⑤綾町では一口１万円以上の寄附金を受け付けしております。 
 

綾町のホームページにも詳しく掲載しております。 
URL　http://www.town.aya.miyazaki.jp/ayatown/ 

【総務税政課 町税係　 1７７－１１１３（直通）】 

 

年金所得者の平成23年分の確定申告について 

 
　平成23年分の確定申告から、公的年金等収入金額の合計額が400万円以下で、かつ公的年金以
外の所得金額が20万円以下である場合には、所得税について確定申告書の提出は不要となりました。 
 
（注）１　この場合であっても、例えば、医療費控除等による所得税の還付を受けるための申告書を提出するこ
　　　　 とはできます。 
（注）２　所得税の確定申告書の提出を要しない場合であっても、住民税の申告は必要です。 
 

●この件についてのお問合せ先 
　　総務税政課 町税係（1 77‐1113）まで 

 
＊事業主の皆さまへ 

　　給与支払報告書の提出は１月31日までに！ 
 
　平成23年中に給料、賃金、賞与等の支払をされた事業主の方は、「給与支払報告書」に「給与支払
報告書総括表」を添えて平成24年1月31日（火）までに給与の支払いを受けている者の平成24年
１月１日現在における住所所在地の役所・役場にご提出ください。 
 
（注）平成24年１月１日現在において給与等の支給を受けている方、平成23年中に退職された方についてすべてご提出ください。 
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有機農業 
開発センター 
77-0100

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の 

　
登
載
申
請
は
１
月
10
日
ま
で
で
す 

 

　
農
業
委
員
選
挙
の
選
挙
権
は
、
毎
年
１

月
１
日
現
在
の
状
況
を
申
請
し
、
選
挙
人

名
簿
に
登
載
さ
れ
る
こ
と
で
発
生
し
ま
す
。

申
請
資
格
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
り
、
該

当
の
可
能
性
が
あ
る
世
帯
に
は
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
申
請
書
裏
面
の
記
載

事
項
に
留
意
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。 

 （
申
請
資
格
）　
綾
町
内
に
住
所
の
あ
る
20

歳
以
上
の
方
で
、
次
の
条
件
を
満
た
し

て
い
る
方
。 

 

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い

る
方
（
本
人
） 

②
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い

る
方
の
同
居
の
親
族
及
び
そ
の
配
偶
者

で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て

い
る
方
。 

③
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
又
は
社
員
で
、

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る

方
。 

※
上
記
該
当
者
で
申
請
書
が
届
か
な
い
方
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局(

1
七
七
―
〇
一
〇
〇)

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

　
森
林
セ
ラ
ピ
ー
参
加
者
募
集 

 

　
毎
月
５
日
と
15
日
は
、「
森
林
セ
ラ
ピ
ー

体
験
の
日
」
と
し
ま
し
て
、
町
民
向
け
の

セ
ラ
ピ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に

セ
ラ
ピ
ー
を
体
験
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
低
料
金
で
の
開
催
で
す
。 

　
ご
家
族
で
の
参
加
や
職
場
、
地
域
か
ら

の
団
体
参
加
も
大
歓
迎
。
内
容
に
つ
い
て

は
、
ご
相
談
の
上
変
更
も
可
能
で
す
。
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
こ
の
日
に
限
ら
ず
セ
ラ
ピ
ー
は

開
催
で
き
ま
す
の
で
、
ご
都
合
の
良
い
日

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
３
日
前
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 
 【

内
容
及
び
定
員
】 

・
Ａ
コ
ー
ス
（
川
中
公
園
コ
ー
ス
）
…
…
20
名 

・
Ｂ
コ
ー
ス
（
護
国
神
社
周
辺
コ
ー
ス
）
…
10
名 

【
集
合
場
所
】　
綾
町
役
場
裏
駐
車
場 

【
時
　
間
】　
９
時
30
分
〜
12
時 

【
参
加
料
】　
一
人
　
５
０
０
円 

 

　
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
（
直
通
） 

　
農
林
振
興
課
内 

　
森
林
セ
ラ
ピ
ー
推
進
協
議
会
事
務
局
　

　
　
　
1
七
七
―
〇
一
〇
〇
（
長
峰
ま
で
） 

 

　
雑
草
の
除
草
に
つ
い
て 

 

　
現
在
施
設
野
菜
を
中
心
に
病
害
虫
に
よ

る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

　
病
害
虫
の
多
く
は
生
い
茂
る
雑
草
の
中

な
ど
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
農
地
等
の
小

ま
め
な
除
草
を
行
い
、
病
害
虫
の
発
生
防

止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

（
施
設
野
菜
病
害
虫
対
策
協
議
会
） 

 

　
家
畜
伝
染
病
予
防
法
が 

　
改
正
さ
れ
ま
し
た 

 

　
口
蹄
疫
や
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
発
生
を
踏
ま
え
家
畜
伝
染
病
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
家
畜
・
家
き
ん
を
飼
養
す

る
方
の
、
家
畜
伝
染
病
発
生
予
防
等
に
関

す
る
責
務
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。 

 

１
．施
設
・
敷
地
の
出
入
口
付
近
に
消
毒

設
備
の
設
置 

　
家
畜
伝
染
病
を
侵
入
さ
せ
な
い
よ
う
、

適
切
に
消
毒
す
る
た
め
の
設
備
（
動
力
噴

霧
器
、
踏
み
込
み
消
毒
槽
等
）
を
設
置
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
農
場
へ
出
入
り

す
る
人
や
車
両
は
必
ず
消
毒
し
て
下
さ
い
。 

 

２
．適
切
な
衛
生
対
策（
消
毒
の
実
施
等
） 

　
家
畜
伝
染
病
発
生
予
防
及
び
発
生
時
の

ま
ん
延
防
止
対
策
と
し
て
、
消
毒
そ
の
他

の
適
切
な
衛
生
管
理
に
努
め
て
下
さ
い
。 

 

３
．飼
養
状
況
・
衛
生
管
理
状
況
の
報
告 

　
飼
養
し
て
い
る
頭
・
羽
数
及
び
飼
養
衛

生
管
理
の
状
況
に
つ
い
て
毎
年
県
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
、

飼
養
状
況
や
衛
生
管
理
、
農
場
に
出
入
り

す
る
人
や
車
両
に
つ
い
て
も
記
帳
を
行
い

ま
し
ょ
う
。 

 

４
．異
常
家
畜
・
家
き
ん
の
早
期
発
見
・
通
報 

　
家
畜
伝
染
病
を
疑
う
症
状
や
死
亡
数
の

増
加
な
ど
、
異
常
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、

速
や
か
に
家
畜
保
健
衛
生
所
へ
届
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

５
．埋
却
地
の
確
保 

　
万
一
の
家
畜
伝
染
病
発
生
時
に
備
え
、

家
畜
・
家
き
ん
の
所
有
者
は
飼
養
規
模
に

応
じ
た
埋
却
地
を
確
保
し
て
下
さ
い
。 

 

６
．手
当
金
の
返
還
等 

　
適
切
な
予
防
対
策
や
早
期
発
見
・
早
期

通
報
な
ど
適
切
な
処
置
を
怠
っ
た
場
合
は
、

手
当
金
の
全
部
又
は
一
部
が
交
付
さ
れ
な

か
っ
た
り
、
又
は
返
還
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

 

　
連 

絡 

先 

宮
崎
家
畜
保
健
衛
生
所 

　
2
（
〇
九
八
五
）
七
三
―
一
三
七
七 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
み
や
ざ
き
中
部
セ
ン
タ
ー 

　
2
（
〇
九
八
五
）
七
五
―
二
〇
七
四 

綾
町
役
場
農
林
振
興
課 

　
2
（
〇
九
八
五
）
七
七
―
〇
一
〇
〇 

 

毎月20日は 
「県内一斉消毒の日」 
畜舎等の消毒を  
徹底しましょう！ 
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てるは 
図書館 
77-0180

  

生
涯
学
習
作
品
展 

 

　
12
月
２
日
〜
18
日
ま
で
町
生
涯
学
習
講
座

「
ち
ぎ
り
絵
講
座
」
の
作
品
展
を
実
施
し
ま
し

た
。
素
晴
ら
し
い
作
品
に
み
な
さ
ん
見
入
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

　
町
公
民
館
や
各
自
治
公
民
館
で
の
生
涯
学
習

講
座
で
、
た
く
さ
ん
の
素
敵
な
作
品
が
で
き
あ
が

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
図

書
館
で
作
品
展
を
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。
随

時
受
付
を
し
て
い
ま
す
。 

   

本
の
貸
出
に
つ
い
て
の
お
願
い 

 

　
い
つ
も
図
書
館
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
図
書
館
で
は
た
く
さ
ん
の
本
を
、
た
く
さ
ん
の

方
に
借
り
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
は
返
却
期
限
内
に
読
み
切
れ
る
分
だ
け
お
借

り
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　 

　
延
長
は
１
回
限
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
　
　 

 

１
月
の
休
館
日 

1
月
1
日
（
日
）
〜
４
日
（
水
） 

毎
週
月
曜
日 

 

１
月
の
行
事 

●
子
ど
も
映
写
会 

　 
21
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分 

　「
日
本
の
名
作
童
話 

２
」 

●
お
は
な
し
会 

毎
週
土
曜
日  

午
後
２
時
〜
２
時
30
分 

●
も
も
ん
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ 

毎
週
木
曜
日  

午
前
10
時
〜
12
時 
 

図書館まつり 図書館まつり 
日  時：2012年1月29日（日） 
　　　  9:00～16:00              
場  所：綾てるは図書館  

今年も図書館まつりを開催します。楽しいイベントがいっぱいです! 
ご家族お揃いでぜひお越しください。  

木村  晃彦さん おはなし会  &　いべんとハウス夢工房 バルーンアートショー 
時間：13：30～15：30 

　綾町在住の絵本作家、木村晃彦さん、光子さんご夫妻をお迎えして、おはなし会を開催します。人形劇 
「もりのうた」、絵本の読み聞かせや、絵本作りの裏話などをしていただきます。 
　また、子どもさんから大人の方まで楽しめるバルーンアートショーも行います。 

※木村さんの主な作品・・・絵本『あきちゃんとかみなり』『カボチャばたけのはたねずみ』 

本のリサイクル市 
時間：9：00～16：00 

　みなさんからいただいた本や、図書館で不要に
なった雑誌を無料で差し上げます。 
　お持ち帰りの袋をご用意ください。 

図書館たんけん隊！ （小学生各5名） 
１回目：10：00～10：20 
２回目：11：00～11：20 

　てるは図書館に2階があるって知ってた?! 
　いつもは見られないウラ側も案内します!

手作りかみしばい 
１回目：10：30～10：45 
２回目：11：30～11：45 

　綾町の民話に基づいたオリジナル紙芝居です。
綾の言葉でおはなしします。 

エコクラフト （小学5年生以上10名） 
時間：11：00～12：00 

　小物入れにも使える「カトラリーケース」を作
ります。 

※「図書館たんけん隊!」「消しゴムはんこ」「カード作り」

　「エコクラフト」は、事前に申し込みが必要です。 

　お電話、またはカウンターにて申し込みください。    

　1月10日（火）9:00から、先着順で受付いたします。  

しおり作り 
時間：9：00～16：00 

　オリジナルしおりを作りませんか?お気に入り
のしおりを使えば、本を読むのが楽しくなるかも!!

消しゴムはんこ （中学生以上10名） 
時間：9：30～10：20 

　読み聞かせスタンプラリーでお馴染みの消しゴ
ムはんこを作ってみませんか?

カード作り （中学生以上10名） 
時間：10：20～11：00 

　お誕生日やバレンタインにぴったりの「とびだ
すカード」を作ります。 



地
区 

日
付 

一般廃棄物最終処分場　　がれきやブロック片などの埋立ごみ・火山灰 
（旧）焼却場開場日　　　  古紙・古布類 『午前９時～午後４時』 

（水） 

（木） 

 

（金） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

 

（金） 

（日） 

（月） 

（火） 

（旧）焼却場開場日　　『午前９時～午後４時』 
　　　古紙・古布類〔再利用できる新聞・ダンボール・洋服など〕 

※但し、布団は燃やせるごみ　 

（旧）焼却場開場日　　『午前９時～午後４時』 
　　　古紙・古布類〔再利用できる新聞・ダンボール・洋服など〕 

※但し、布団は燃やせるごみ　 

上 畑・四 枝 
中 堂・揚 町 
立 町 

宮　谷 
古　屋 
昭　和 

宮　原 神　下 
東中坪 
西中坪 
南　麓 

麓 
北　麓 

杢 道・割 付 
倉 輪・二反野 
久木野  々
竹 野・尾 立 

4 

5 
 

6 

9 

10 

11 

12 
 

13 

15 

16 

17

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

ペットボトル（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

ペットボトル（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

蛍光管・乾電池 
布類（赤） 
ダンボール 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

 

ペットボトル（赤） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

ペットボトル（赤） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

 

ペットボトル（赤） 

 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

ペットボトル（赤） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

ペットボトル（赤） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

●●●



地
区 

日
付 

（旧）焼却場開場日　　『午前９時～午後４時』 
　　　古紙・古布類〔再利用できる新聞・ダンボール・洋服など〕 

※但し、布団は燃やせるごみ　 

（水） 

（木） 

 

（金） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

（金） 

（月） 

（火） 

上 畑・四 枝 
中 堂・揚 町 
立 町 

宮　谷 
古　屋 
昭　和 

宮　原 神　下 
東中坪 
西中坪 
南　麓 

麓 
北　麓 

杢 道・割 付 
倉 輪・二反野 
久木野  々
竹 野・尾 立 

18 

19 
 

20 

23 

24 

25 

26 

27 

30 

31

※（　）内の色は、ごみ袋の色です。 
※新聞や段ボールなどの古紙は、ビニールひもで十文字に縛りましょう。 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

金属類（赤） 
燃やせないごみ（黒） 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

 

カン・ビン（赤） 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

蛍光管・乾電池 
布類（赤） 
ダンボール 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

古紙 〔雑誌・菓子箱〕 
　　 〔牛乳パック〕 
　　 〔新聞チラシ類〕 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 
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教育 
委員会 
77－1183

a 綾町育英会奨学生募集  

●綾町居住者 
●有能な資質があり、向学心に富み、心身共に健全である者 
●保護者に各種の税、料金の滞納が無いこと（保護者の所得証明書添付） 
 
●保護者とは別の生計を営む者で、原則として町内に住所を有する者 
●年齢が奨学資金返還終了時点で、満65歳以内の者 
●各種の税、料金の滞納が無い者 
 
●大学生（短大、専修学校、各種学校を含む）・・・月額30,000円 
●私立高校生・・・・・・・・・・・・・・・・・・・月額25,000円 
●公立高校生・・・・・・・・・・・・・・・・・・・月額20,000円 
●通学費貸付（高校生）・・・・・・・・・・・・・・・月額10,000円（奨学資金とは重複できない。） 
 

●無利子 
●貸付終了の６ヶ月後から、貸付期間の２倍の期間で返済していただきます。 

※入学支度金貸付を新設しました。(綾小中学校に入学前に貸付け。20,000円程度入学後に就学援助費で返済、保証人不要) 

※ご希望の方は、教育委員会教育総務課にあります申込用紙に必要事項を記入のうえ提出してください。 

お問合せは、教育総務課まで・・・TEL.７７－１１８３　 

　平成24年1月9日（月）に開催されます、第2回宮崎県市町村対抗駅伝競走大会に綾町代表として、
下記のメンバーで出場します。皆さんのあたたかいご声援をお願いします。 

日 高 君 弥  
玉 　 田　ゆみ子  
井 澤 春 輝  
松 下 征 樹  
内 村 歩 夢  
松 尾 奈 々  
西 川 秋 音  
三 行 未 来  
北 村 知 也  
諸 井 克 哉  
中 野 夏 輝  
福 岡 誉 士  
丸 毛 勇 生  
　 　  
黒 木 明 宏  
大 畠 　 勝  
岩 下 雅 彦  
内 山 田　隆　司  
前 田 茂 樹  
有 村 五 男  
畑 　 中　九州男  

昭 和  

尾 立  

西 中 坪  

昭 和  

宮 原  

中 堂  

神 下  

割 付  

中 堂  

神 下  

宮 原  

神 下  

南 麓  

 

大阪府（揚町出身） 

宮 原  

北 麓  

揚 町  

中 堂  

宮崎市（上畑出身） 

宮崎市（尾立出身） 

代 表  

監 督  

 

 

6学年 

6学年 

6学年 

6学年 

5学年 

6学年 

3学年 

3学年 

1学年 

2学年 

2学年 

 

a 第2回宮崎県市町村対抗駅伝競走大会に出場します 

平成24年度の奨学生を下記のとおり募集します。 

対象者 
 
 
 
保証人 
 
 
 

貸付金  

 
 
返　済 

12月20日現在 

申込期間　平成24年１月10日（火）～3月26日（月） 

■ 宮崎県市町村対抗駅伝競走大会出場予定者 

選
　
　
　
　
　
　
　
手 

小学生男子 
（1区・9区） 

 
小学生女子 

（8区・11区） 
 

中　学　生 
（5区・7区） 

 
高　校　生 

（3区・12区） 
 

一　　　般 
（6区・10区） 

 
40歳以上 

49歳以下（4区） 

50歳以上（2区） 
 

構　　成 氏　　　　名 地　区 学年 

未　　　　　　定 
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子育て支援 
センター 
77-1154

一
時
的
保
育
を
希
望
さ
れ
る
方
へ 

 

　「
ど
う
も
体
調
が
悪
く
て
、
子
供
の
世
話
を
す
る
の
が
つ
ら
い
」、「
冠
婚
葬
祭
な
ど
で

子
供
を
連
れ
て
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
と
き
に
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

利
用
時
間
・
・
・
月
〜
土
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
右
記
時
間
以
外
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

利
用
料
金
・
・
・
半
日
　 

　
５
０
０
円
（
お
や
つ
１
回
） 

１
日 

　
１
０
０
０
円
（
副
食
、
お
や
つ
２
回
） 

 

11
日
（
水
）
わ
く
わ
く
広
場 

　 時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
お
正
月
遊
び 

　 は
ね
つ
き
、
た
こ
揚
げ
、
こ
ま
ま
わ
し
な
ど
お

正
月
な
ら
で
は
の
遊
び
を
み
ん
な
で
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。 

 

 

18
日
（
水
）
親
子
教
室
「
コ
ア
ラ
」　 

　 時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
交
通
安
全
教
室 

　 中
坪
保
育
所
と
合
同
で
行
い
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
一
緒
に

学
び
ま
し
ょ
う
。
た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

　  

25
日
（
水
）
ゆ
っ
た
り
子
育
て
教
室 

　 時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
鬼
の
面
作
り 

　 節
分
に
手
作
り
の
お
面
で
豆
ま
き
を
し
ま
せ

ん
か
？
　
福
が
た
く
さ
ん
舞
い
込
む
か
も
！ 

材
料
は
準
備
し
ま
す
。 

 

27
日
（
金
）
誕 

生 

会 
　 時

　
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
1
月
生
ま
れ
の
誕
生
会
を
開
き

　
　
　
　
ま
す
。 

　 対
象
者
に
は
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

ハ
ガ
キ
が
届
か
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

  

 

　
毎
年
の
よ
う
に
流
行
す
る
、
感
染
性
胃

腸
炎
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
が
、
感
染

性
胃
腸
炎
は
「
お
な
か
に
く
る
風
邪
」
で
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、「
呼
吸
器
系
に
く

る
風
邪
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち

ら
も
感
染
力
が
強
く
、
潜
伏
期
間
が
短
い

た
め
に
、
０
〜
２
歳
で
も
流
行
し
や
す
い

も
の
で
す
。 

　
ふ
つ
う
の
風
邪
よ
り
も
、
お
う
吐
や
下

痢
、
高
熱
の
症
状
が
強
く
、
体
の
小
さ
な

０
〜
２
歳
は
、
非
常
に
体
力
を
消
耗
し
ま

す
。
ま
た
、
激
し
い
お
う
吐
や
下
痢
で
脱

水
を
起
こ
す
可
能
性
が
高
い
の
も
０
〜
２

歳
児
の
特
徴
で
す
。
お
う
吐
な
ど
が
見
ら

れ
た
ら
、
感
染
症
か
ど
う
か
判
断
で
き
な

く
て
も
、
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
感
染
力
の
強
い
病
気
で
も
、
も
っ
と
も

有
効
な
予
防
法
は
手
洗
い
で
す
。 

　
ま
だ
丁
寧
な
手
洗
い
が
難
し
い
の
で
、

「
ば
い
菌
を
や
っ
つ
け
よ
う
ね
」「
き
れ
い

に
洗
お
う
ね
」
な
ど
と
声
を
か
け
る
な
ど

援
助
を
し
ま
し
ょ
う
。
一
緒
に
行
う
こ
と

で
、
子
ど
も
に
手
洗
い
の
意
識
が
芽
生
え

ま
す
。
う
が
い
は
ま
だ
で
き
ま
せ
ん
が
、

お
茶
を
１
杯
飲
む
こ
と
で
、
の
ど
の
粘
膜

が
潤
い
、
ウ
イ
ル
ス
の
防
御
に
役
立
ち
ま

す
。
習
慣
づ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

わくわく広場～お正月飾り作り「縁起熊手」 

わくわく広場～お正月飾り作り「縁起熊手」 

（
昭
和
地
区
）

（
神
下
地
区
）

（
東
中
坪
地
区
）

（
北
麓
地
区
）

（
中
堂
地
区
） 

平
成
23
年
11
月
9
日
生 

平
成
23
年
11
月
11
日
生 

平
成
23
年
11
月
11
日
生 

平
成
23
年
11
月
12
日
生 

平
成
23
年
11
月
21
日
生 

12
月
10
日
ま
で
に
届
出
の

あ
っ
た
子
ど
も
さ
ん
で
す 

お
誕
生 

お
め
で
と
う

※掲載を希望されない場合は、出生届提出の際にお申し出ください。 
 

さ
こ
　 

だ
　
　
み
　 

す
ず 

す
ず
　 

き
　
　
は
　
　
な 

や
ま
　
も
と
　
て
る
　 

は 

は
や
し 

だ
　
　
る
　
　
あ 

た
に
　
ぐ
ち
　 

ち
　
　
か 

 

ち
ゃ
ん
（
女
） 

ち
ゃ
ん
（
女
） 

ち
ゃ
ん
（
男
） 

ち
ゃ
ん
（
女
） 

ち
ゃ
ん
（
女
） 
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日付 時間 地区 時間 地区 実施日 実施日 地　区 診療時間 

無医地区巡回診療 集合場所：各自治公民館 

◎
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ 

と
　
き
　
1
月
13
日（
金
）午
前
９
時
30
分
〜 

対
　
象
　
妊
婦
　 

　 ◎
乳
児
相
談
（
お
っ
ぱ
い
・
育
児
相
談
） 

と
　
き
　
1
月
13
日
（
金
）
午
後
１
時
〜 

対
　
象
　
乳
児
と
母
親
　 

　 ◎
離
乳
食
教
室 

と
　
き
　
1
月
19
日（
木
）午
後
２
時
〜 

対
　
象
　
乳
児
と
母
親 

　 ※
す
べ
て
健
康
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。 

※
す
べ
て
個
別
に
通
知
い
た
し
ま
す
。 

　 

 

　
脳
ド
ッ
ク
補
助
に
つ
い
て
（
国
保
加
入
者
） 

 

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
40
歳
以
上
70

歳
未
満
の
方
の
脳
ド
ッ
ク
検
診
料
の
４
割

を
補
助
し
ま
す
。（
検
診
日
よ
り
１
年
以
内
） 

 【
健
診
機
関
】 

○ 

市
民
の
森
病
院
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー 

　
　
2
（
〇
九
八
五
）
三
七
―
一
一
一
一 

○ 

野
崎
病
院 

　
　
2
（
〇
九
八
五
）
五
一
―
三
一
一
一 

○ 

宮
崎
江
南
病
院
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

　
　
2
（
〇
九
八
五
）
五
三
―
八
九
二
八 

○ 

古
賀
健
診
セ
ン
タ
ー 

　
　
2
（
〇
九
八
五
）
二
二
―
二
一
一
二 

 【
必
要
な
も
の
】 

　
・
領
収
書
　
・
保
険
証
　
・
印
鑑 

 

2
お
問
い
合
わ
せ
先 

　 

福
祉
保
健
課  

保
健
推
進
係 

　
　（
〇
九
八
五
）
七
七
―
一
一
一
四
（
直
通
） 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
と 

　
感
染
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う 

 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
す
る
時
期

と
な
り
ま
し
た
。
正
し
い
知
識
で
感
染

予
防
対
策
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 
  

■
か
か
ら
な
い
た
め
に 

○
外
出
後
は
手
洗
い
・
う
が
い
を
し
ま

し
ょ
う
。 

○
室
内
を
適
度
な
湿
度
に
保
ち
ま
し
ょ

う
。 

○
体
の
抵
抗
力
を
高
め
る
た
め
、
十
分

な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養

摂
取
を
日
頃
か
ら
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

○
人
混
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を
控
え

ま
し
ょ
う
。
や
む
得
ず
外
出
す
る
場

合
は
不
織
布
の
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

短
時
間
で
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。 

　 ■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
ら 

○
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

○
安
静
に
し
て
睡
眠
を
十
分
に
と
り
ま

し
ょ
う
。 

○
熱
・
咳
・
く
し
ゃ
み
な
ど
症
状
の
あ

る
方
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
他
の
人
に

う
つ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

○
無
理
を
し
て
学
校
や
職
場
に
行
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

77-0195

健 康 
センター 

お
し
ら
せ 

　
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
づ
く
り
、
母
子
保
健
、
介
護
保
険
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
母
子
手
帳
は
随
時
発
行
し
ま
す
。
妊
娠
が
分
か
っ
た
ら
早
め
に

母
子
手
帳
を
も
ら
い
、
妊
婦
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。（
妊
婦
健
診

助
成
は
14
回
で
す
。） 

13：00～　 
　14：00 

 
13：00～　 
　14：00

広　沢 

倉　輪 

 

18（水） 

19（木） 

日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 

 

日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 

木 
金 
火 
水 
木 
月 
火 
水 

5 
6 
10 
11 
12 
16 
17 
18 
 

木 
金 
月 
火 
火 
水 
木 
火 

19 
20 
23 
24 
24 
25 
26 
31

9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
13:30～ 
9:30～ 
13:30～ 
9:30～ 

9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 

神　下 
西中坪 
立　町 
二反野 
宮　原 
東中坪 
北　麓 
昭　和 

上   畑 
古　屋 
中　堂 
四　枝 
麓 

南　麓 
宮　谷 
揚　町 

第
13
回
こ
こ
ろ
の
健
康
電
話
相
談 

（
主
催
／
宮
崎
県
臨
床
心
理
士
会
） 

日
時
　
平
成
24
年
１
月
29
日
（
日
） 

　
　
　
　
　
午
前
９
〜
午
後
５
時
　 

電
話
　
〇
八
〇
―
四
二
七
六
―
三
四
〇
一 

　
　
　
〇
九
〇
―
八
三
五
〇
―
三
四
〇
二 
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Information
   

　 ●
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ 

　
狂
犬
病
は
、
発
症
す
る
と
人
も
犬
も
ほ

ぼ
一
〇
〇
％
死
亡
す
る
恐
ろ
し
い
病
気
で

す
。
人
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
年
１
回

の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
必
ず
受
け
さ
せ
ま

し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
昼
夜
を
問
わ
ず
犬
の
放
し
飼
い

は
や
め
、
犬
の
散
歩
時
は
フ
ン
の
後
始
末

を
し
ま
し
ょ
う
。 

　
保
健
所
で
は
飼
い
犬
、
野
犬
に
限
ら
ず

捕
獲
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
犬
を
飼
う
際

は
役
場
で
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　 ●
猫
を
飼
っ
て
い
る
方
へ 

　
猫
を
屋
外
で
飼
う
こ
と
は
、
伝
染
病
の

感
染
や
交
通
事
故
な
ど
様
々
な
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。
環
境
を
整
え
れ
ば
、
猫
は
屋

内
だ
け
で
心
身
と
も
に
健
康
に
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
周
り
の
方
へ
の
迷
惑
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
屋
内
で
飼
う
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
多
く
の
病
気
の
リ
ス
ク
を
軽
減

さ
せ
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
増
や
さ
な

い
た
め
に
も
不
妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
さ

せ
繁
殖
を
抑
え
ま
し
ょ
う
。 （

町
民
生
活
課
） 

    

　
綾
町
消
防
団
で
は
、
12
月
25
日
（
日
）

か
ら
２
月
３
日
（
金
）
ま
で
防
火
夜
警
を

行
い
ま
す
。 

　
空
気
が
大
変
乾
燥
し
て
い
ま
す
。
火
の

取
扱
に
は
十
分
注
意
し
て
、
火
災
を
出
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

   
　
１
月
の
水
質
検
査
は
、
１
月
31
日
（
火
）

で
す
。
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
30
日
（
月
）

ま
で
に
検
査
容
器
を
役
場
ま
で
取
り
に
来

て
く
だ
さ
い
。 

　
検
査
手
数
料
は
五
、
二
五
〇
円
で
す
。 
 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
　
建
設
課
上
下
水
道
係 

　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
―
三
四
六
七 

 

 

　
防
災
無
線
（
戸
別
受
信
機
）
は
緊
急
時･

非
常
時
に
町
民
の
み
な
さ
ん
へ
情
報
を
提

供
す
る
も
の
で
す
。 

　
雑
音
が
し
た
り
電
源
が
入
ら
な
か
っ
た

り
と
利
用
で
き
て
な
い
受
信
機
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
役
場
窓
口
ま
で
持
参
し
て
い
た

だ
き
ま
す
と
無
償
に
て
修
繕
し
ま
す
。 

　
万
全
の
状
態
で
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。 

   

　
自
治
公
民
館
主
催
の
河
川
あ
ぜ
焼
き
、

用
排
水
路
の
一
斉
清
掃
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

特
に
あ
ぜ
焼
き
に
つ
い
て
は
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
さ
さ
い
。 

 

と
　
き
　
１
月
29
日
（
日
） 

（
雨
天
時
２
月
５
日
（
日
）
に
順
延
） 

 

●
地
元
消
防
団
と
十
分
連
携
を
と
っ
て
く

だ
さ
い
。 

●
河
川
工
作
物
（
看
板
・
樋
門
等
）
を
焼
か

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
農
機
具
、
農
業
施
設
（
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
等
）
が
あ
る
付
近
で
は
焼
か
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
当
日
の
清
掃
で
集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
に
つ

い
て
、
燃
え
る
ゴ
ミ
・
燃
え
な
い
ゴ
ミ

は
各
地
区
公
民
館
に
分
別
し
て
袋
に
い

れ
て
保
管
し
、
地
区
収
集
日
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。
河
川
敷
で
出
た
粗
大
ご
み

は
、
河
川
敷
に
集
め
て
町
民
生
活
課
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
社
会
教
育
課
） 

  

　
次
の
町
内
施
設
等
に
つ
い
て
、
年
末
年

始
に
営
業
時
間
等
が
変
更
お
よ
び
休
館
と

な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

て
る
は
ド
ー
ム 

　
休
館
　
12
月
29
日（
木
）〜
１
月
３
日（
火
） 

綾
町
公
民
館
・
文
化
ホ
ー
ル 

　
休
館
　
12
月
29
日（
木
）〜
１
月
３
日（
火
） 

※
た
だ
し
成
人
式
開
催
日
（
１
月
３
日
）
は

成
人
式
開
催
の
為
一
部
開
館
さ
れ
ま
す
。 

手
づ
く
り
ほ
ん
も
の
セ
ン
タ
ー 

　
営
業
時
間
変
更
　
12
月
31
日
（
土
） 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時
ま
で 

　
休
館
　
１
月
１
日
（
日
）
〜
１
月
２
日
（
月
） 

綾
ふ
れ
あ
い
館 

　
休
館
　
12
月
31
日（
土
）〜
１
月
３
日（
火
） 

綾
馬
事
公
苑 

　
休
館
　
12
月
30
日（
金
）〜
１
月
２
日（
月
） 

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス 

　
運
休
　
12
月
29
日（
木
）〜
１
月
３
日（
火
） 

 

※
詳
細
は
各
施
設
へ
直
接
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。 
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12
月
の
「
広
報
あ
や
」
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
の
新
年
度

新
規
入
所
申
込
書
の
提
出
期
限
を
平
成
24

年
１
月
６
日
（
金
）
と
掲
載
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
平
成
24
年
１
月
20
日
（
金
）
に

変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
全
て
の
必
要
書
類
を
提
出
い
た
だ
い
た

順
で
入
所
決
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の

で
、
早
め
の
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

     

　
宮
崎
高
等
技
術
専
門
校
と
は
、
厚
生
労

働
省
・
宮
崎
県
の
認
定
を
受
け
た
職
業
訓

練
校
で
、
職
業
に
必
要
な
、
基
礎
的
及
び

専
門
的
な
知
識
や
技
能
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

　
な
お
、
募
集
は
先
着
順
で
、
締
め
切
り

は
３
月
30
日
（
金
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

●
長
期
課
程 

 

　
　 

訓
練
科
名
　
　  

定
員 

期
間  

定
受
講
料 

木
造
建
築
科 

左
官
・
タ
イ
ル
科 

建
築
塗
装
科 

●
短
期
課
程 

 

　
　 

訓
練
科
名
　
　  

定
員 

期
間  

定
受
講
料 

宅
建
取
引
主
任
者
受
験
科 

測
量
科 

１
・
２
級
建
築
士
受
験
科 

工
匠
規
矩
術
科 

数
寄
屋
建
築
科 

左
官
伝
統
技
法
科 

パ
ソ
コ
ン
・
ワ
ー
ド
科 

パ
ソ
コ
ン
・
エ
ク
セ
ル
科 

表
装
科 

和
裁
科 

 

※
訓
練
日
数
等
は
、
各
学
科
で
異
な
り
ま
す
。

そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。 

 2
申
込
み
・
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
宮
崎
高
等
技
術
専
門
校 

　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
五
二
―
五
五
八
三 

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
五
三
―
四
九
五
〇 
   

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
に
よ

り
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
、
働
き

な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
な
ど

様
々
な
目
的
で
、
幅
広
い
世
代
の
方
が
学

ん
で
い
ま
す
。 

　
た
だ
い
ま
平
成
24
年
４
月
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。 

○
募
集
学
生
の
種
類 

【 

教
養
学
部 

】 

　
科
目
履
修
生
（
　
　
　
　
　
　
　
　 

） 

　
選
科
履
修
生
（
　
　
　
　
　
　
　
　 

） 

　
全
科
履
修
生
（
　
　
　
　
　
　
　
　 

） 

【 

大
学
院 

】 

　
修
士
科
目
生
（
　
　
　
　
　
　
　
　 

） 

　
修
士
選
科
生
（
　
　
　
　
　
　
　
　 

） 

○
出
願
期
間 

平
成
23
年
11
月
〜
平
成
24
年
２
月
29
日 

 

2
資
料
請
求（
無
料
）・
問
い
合
せ
先 

　
放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー 

　
　
　（
〇
九
八
二
）
五
三
―
一
八
九
三 

      

　
平
成
24
年
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ん
も
是
非
ご
参
加
い
た
だ
き
、

心
か
ら
の
祝
福
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

と
　
き
　
１
月
３
日
（
火
） 

　
　
　
　
午
前
９
時
　
受
付 

９
時
20
分
ま
で
に
受
付
を
済
ま 

せ
て
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
午
前
９
時
40
分
　
開
式 

と
こ
ろ
　
綾
町
公
民
館
文
化
ホ
ー
ル 

内
　
容
　
成
人
証
書
授
与
・
記
念
撮
影
等 

（
社
会
教
育
課
） 

 

　
今
年
も
新
春
子
ど
も
駅
伝
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
各
地
区
を
代
表
す
る
子
ど
も
た

ち
が
綾
町
の
街
を
駆
け
抜
け
ま
す
。
町
民

の
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご
声
援
を
お
願

い
し
ま
す
。      

と
　
き
　
１
月
８
日
（
日
） 

　
　
　
　
午
前
10
時
　
ス
タ
ー
ト      

集
合
場
所
　
綾
町
公
民
館
前
駐
車
場      

20
名 

20
名 

20
名 

３
年
 

３
年
 

３
年
 

 

６
万
１
千
円
 

６
万
１
千
円
 

６
万
１
千
円
 

 

20
名 

15
名 

10
名 

10
名 

10
名 

10
名 

20
名 

20
名 

20
名 

10
名 

 

７
ヶ
月
 

７
ヶ
月
 

１
年
 

１
年
 

１
年
 

１
年
 

３
ヶ
月
 

３
ヶ
月
 

１
年
 

１
年
 

８
万
１
千
円
 

６
万
１
千
円
 

６
万
１
千
円
 

６
万
１
千
円
 

６
万
１
千
円
 

６
万
１
千
円
 

３
万
１
千
円
 

３
万
１
千
円
 

９
万
円
 

６
万
１
千
円
 

区 間・中継所 

町公民館～第２部消防倉庫 

第２部消防倉庫～旧柳田水産前 

旧柳田水産前～上畑橋手前 

上畑橋手前～水源地前堤防 

水源地前堤防～立元診療所南堤防 

立元診療所南堤防～木森井堰北堤防 

木森井堰北堤防～許斐建設前 

許斐建設前～町体育館北側駐車場 

区間 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8

距離　 

1000ｍ 

700ｍ 

1100ｍ 

2200ｍ 

900ｍ 

1100ｍ 

1500ｍ 

1200ｍ 

学年配当 

小学男子 

小学低学 

中学女子 

中学男子 

小学女子 

中学女子 

中学男子 

小学男子 

予定時刻 

10:00 

10:04 

10:07 

10:12 

10:21 

10:24 

10:30 

10:36

６
ヶ
月
在
学
し
、 

希
望
す
る
科
目
を
履
修 

１
年
間
在
学
し
、 

希
望
す
る
科
目
を
履
修 

４
年
以
上
在
学
し
、 

卒
業
を
目
指
す 

　 　 ６
ヶ
月
在
学
し
、 

希
望
す
る
科
目
を
履
修 

１
年
間
在
学
し
、 

希
望
す
る
科
目
を
履
修 

●●●●
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ひ
だ
か  

ま  

き 

ひ
だ
か  

ま
さ
き 

お
が
た  

あ
り
さ 

お
が
た  

あ
り
さ 

 
　
新
春
恒
例
の
消
防
始
め
式
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。
発
水
競
技
、
一
斉
放
水
等

を
行
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

と
　
き
　
１
月
７
日
（
土
） 

　
　
　
　
午
前
７
時
30
分
　
パ
レ
ー
ド
開
始 

　
　
　
　
午
前
８
時
　
　
　
開
式 

と
こ
ろ
　
綾
南
川
三
本
松
橋
下
流
河
川
敷 

（
雨
天
の
場
合
は
町
体
育
館
） 

 

※
午
前
７
時
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。 

（
総
務
税
政
課
） 

   

　
綾
町
女
性
の
集
い
大
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
男
女
を
問
わ
ず
、
町
民
の

み
な
さ
ん
の
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。 

 

期
　
　
日
　
１
月
22
日
（
日
） 

受
付
時
刻
　
午
前
８
時
10
分
〜
８
時
50
分 

開
始
時
刻
　
午
前
９
時 

終
了
時
刻
　
午
後
０
時
10
分 

と 

こ 

ろ
　
綾
町
公
民
館
文
化
ホ
ー
ル 

内
　
　
容 

◆
講
　
演
◆ 

演
題 

「
エ
コ
パ
ー
ク
に
向
け
て
の
取
組

　
　
　  

と
今
後
の
展
望
」 

講
師
　
綾
町
照
葉
樹
林
文
化
推
進
専
門
監 

　
河 

野   

耕
三 

氏
　 

◆
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
◆ 

●
大
正
琴
（
綾
結
い
の
会
） 

●
コ
ー
ラ
ス
（
て
る
は
コ
ー
ラ
ス
） 

●
踊
り
（
中
堂
公
民
館
婦
人
部
・
な
か

　
よ
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
） 

●
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス 

●
エ
イ
サ
ー（
割
付
地
区
生
涯
学
習
講
座
） 

 

＊
当
日
参
加
の
方
に
は
記
念
品
を
準
備
し
て

い
ま
す
。 

（
社
会
教
育
課
） 

   

　
新
春
子
ど
も
議
会
が
次
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
。
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
で

き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

 

と
　
き
　
１
月
24
日
（
火
）
午
後
２
時
〜 

と
こ
ろ
　
綾
町
役
場
　
４
階
議
会
議
場 

 

綾
小
学
校 

 

　
学
年
　
　
　
　
氏
　
名
　
　
　
　
地  

区 

６
年
　 

松
　
下
　
征
　
樹 

　（
昭
和
） 

６
年
　 

鶴
　
田
　
圭
史
朗 

　（
昭
和
） 

６
年
　 

柏
　
田
　
美
　
波 

　（ 

麓 

） 

６
年
　 

山
　
田
　
真
　
徳 

　（
古
屋
） 

６
年
　 

宇
　
戸
　
莉
　
央 

　（
北
麓
） 

６
年
　 

福
　
元
　
梨
　
乃 

　（
宮
原
） 

綾
中
学
校 

 

　
学
年
　
　
　
　
氏
　
名
　
　
　
　
地  

区 

１
年
　 

原
　
口
　
　
光
　 

　（
昭
和
） 

１
年
　 

入
　
船
　
理
　
菜 

　（
宮
原
） 

１
年
　 

川
　
越
　
貴
　
雄 

　（
宮
谷
） 

２
年
　 

安
　
藤
　
秀
　
幸 

　（
古
屋
） 

２
年
　 

岡
　
元
　
勇
　
大 

　（
神
下
） 

２
年 

　
田
　
口
　
敦
　
子
　（
西
中
坪
） 

 

（
社
会
教
育
課
） 

  

と
　
　
き
　
１
月
29
日
（
日
） 

と 

こ 

ろ
　
綾
町
体
育
館 

参
加
資
格
　
綾
町
民
・
町
内
勤
務
者 

チ
ー
ム
構
成
　
１
チ
ー
ム
　
７
名
以
内 

　
　
　
　
　
４
人
制
（
女
性
２
名
以
上
） 

申
込
締
切
　
１
月
20
日
（
金
） 

 

2
申
込
み
・
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
　
綾
町
商
工
会
　
七
七
―
〇
〇
一
七 

   
　
み
や
ざ
き
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
が
２
月
23

日
か
ら
26
日
の
４
日
間
開
催
さ
れ
、
綾
町

で
は
左
記
の
と
お
り
「
綾
雛
山
せ
っ
か
く

ウ
ォ
ー
ク
」
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

と
　
き
　
２
月
24
日
（
金
） 

　
　
　
　
午
前
10
時
　
受
付 

　
　
　
　
午
前
11
時
　
ス
タ
ー
ト 

と
こ
ろ
　
酒
泉
の
杜
（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
） 

参
加
費
　
二
、
〇
〇
〇
円
（
弁
当
付
） 

 

※
申
込
書
は
、
役
場
窓
口
・
観
光
案
内
所
（
ほ

ん
も
の
セ
ン
タ
ー
前
）
に
あ
り
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
　
産
業
観
光
課
　
七
七
―
三
四
六
四 

  

●
●
●
　

訂
正
と
お
詫
び
　
●
●
● 

 

　
12
月
号
の
広
報
に
お
い
て
、
左
記
の
と

お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し

て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

 

◆
３
ペ
ー
ジ
（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
） 

お
誕
生
お
め
で
と
う
　
欄 

誤
　
日

真
希 

ち
ゃ
ん 

正
　
日

真
希 

ち
ゃ
ん 

誤
　
緒
方 

照
沙 

ち
ゃ
ん 

正
　
緒
方 

照
紗 

ち
ゃ
ん 

 

◆
15
ペ
ー
ジ
（
文
芸
の
ひ
ろ
ば
） 

　
町
生
涯
学
習
教
室「
俳
句
」受
講
生
　
欄 

　
誤
　
中
村 

敦
子 

さ
ん
　（
西
中
坪
地
区
） 

　
正
　
中
村 

敦
子 

さ
ん
　（
揚
町
地
区
）　
　 

Information
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日 曜 場　　　所 日 曜 場　　　所 日 曜 場　　　所 

11 汲み取り日 ※浄化槽の中に、雑巾や衣類が混入すると機械の故障の原因になります。 
トイレットペーパー以外の異物を流さないようにして下さい。 
 

月 月 

4 

5 

6 

7 

10 

11 

12 

13 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

23 

24 

25 

26 

27 

30 

31

水 

木 

金 

土 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

昭　和 

割　付 

久木野 ・々尾立・小田爪 

宮　原 

宮　原 

中川原住宅・中　堂 

四　枝 

四　枝 

上　畑 

宮　谷 

神　下 

昭　和・東中坪 

二反野 

古　屋 

尾　立・竹　野 

杢　道・　麓　 

麓 

麓 

南麓住宅・北　麓 

西中坪・南　麓 

立　町・揚　町 

 

☆  生ごみ以外の収集については、ごみ・資源物収集日程表をご確認ください。 

☆  生ごみは、今年は12月31日にも収集します。 

☆  堆肥工場の開場時間は、午前９時から午後４時までとなっています。 

☆  湯の谷ヘルスセンターの年末の営業は、12月26日（月）までです。 

　  年始の営業は、1月4日（水）から行います。 

「エコクリーンプラザみやざき」の年末年始の開場日　130－6511 
 
◎年末のごみ受入 
平成23年12月29日・30日（午前8時30分～午後5時）　※昼休み時間帯も開場しています。 
平成23年12月31日（午前8時30分～午前11時30分）　※最終日は混雑が予想されます。  
 
◎年始のごみ受入  
平成24年1月4日～（午前8時30分～午後5時）　※昼休み時間帯も開場しています。 
※農業用の農機具類・用具・薬品等は搬入できません。（販売店にご相談ください。） 

※古紙・古布・ガレキ類の搬入はできません。 

収集・施設業務 

 

ごみ・資源物収集 

生ごみ収集 

堆肥工場 

エコクリーンプラザみやざき 

年末年始のごみ・資源物収集及び施設開場日 

26 
（月） 

○ 

○ 

○ 

○ 

25 
（日） 

× 

× 

× 

× 

27 
（火） 

○ 

○ 

○ 

○ 

28 
（水） 

○ 

○ 

○ 

○ 

29 
（木） 

× 

× 

○ 

○ 

30 
（金） 

× 

× 

× 

○ 

31 
（土） 

× 

○ 

× 

午前中 

1 
（日） 

× 

× 

× 

× 

2 
（月） 

× 

× 

× 

× 

3 
（火） 

× 

× 

× 

× 

4 
（水） 

○ 

○ 

○ 

○ 

5 
（木） 

○ 

○ 

○ 

○ 

12  月 1  月 

●●●●●
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温
か
い
お
気
持
ち
を
い
た
だ
き
、 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

日付/曜日 てる はドーム  錦原サッカー場 てる は 広 場  錦 原 野 球 場  

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

綾の照葉樹林 
プロジェクト 
の動き 

善
意
の
寄
付 
善
意
の
寄
付 

（
敬
称
略
） 

◆
綾
町
社
会
福
祉
協
議
会
◆ 

〈
一
般
寄
付
〉 

　
　
寄
付
者
　
　
　
　 

　
物
品
　
　（
地
区
名
） 

         

※
野
菜
な
ど
は
福
祉
施
設
な
ど
で
使
わ
せ
て
い
た

　
だ
い
て
い
ま
す
。 

〈
忌
明
寄
付
〉 

　
　
寄
付
者
　
　
　
　 

　
故
人
　
　（
地
区
名
） 

 

   

霜
月
に
な
り
て
七
日
目
陽
の
射
し
て
皇
帝 

ダ
リ
ア
は
高
く
咲
き
た
り 

九
十
分
雲
の
じ
ゅ
う
た
ん
見
下
せ
ば
も
う 

す
ぐ
逢
え
る
我
が
分
身
に 

町
生
涯
学
習
教
室
「
短
歌
」
受
講
生
の
作
品 

竹
下 

恭
子
さ
ん
（
南
麓
地
区
） 

瀬
野 

茂
子
さ
ん
（
東
中
坪
地
区
）　 

十
一
月
の
小
春
日
和
に
高
々

と
薄
紫
の
花
を
咲
か
せ
て
い

る
皇
帝
ダ
リ
ア
。 

七
日
目 

と

言
う
具
体
的
な
表
現
で
作
者

が
開
花
に
気
づ
い
た
実
感
が

伝
わ
っ
て
来
る
。 

 

一
時
間
半
の
飛
行
機
の
旅
が

終
ろ
う
と
し
て
い
る
時
の
こ

の
期
待
感
。
息
子
家
族
に
逢
い

に
行
く
と
い
う
作
者
。
そ
こ
に

は
初
め
て
逢
う
初
孫
が
い
る

の
だ
。
読
者
の
気
持
ち
も
高
揚

し
て
来
る
。 

【 

解  

説 

】　
　
　
　
　
　
　 

生
涯
学
習
講
座
「
短
歌
教
室
」　 

講
師
　
生 

野  

由
美
子  

（日） 

（土） 

（日） 

（土） 

（日） 

（土） 

（日） 

（土） 

（日） 

1 

7 

8 

14 

15 

21 

22 

28 

29

 

宮崎県高等学校ハンドボール選抜大会 
 

第5回綾照葉樹林カップ交歓大会 
　　　　　　　（ミニバスケットボール） 

宮崎県中学校ハンドボール選抜大会 
 

第32回全九州中学春季選手権大会 
宮崎県予選　　（バスケットボール） 

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備 

芝
　
生
　
養
　
生 

芝
　
生
　
養
　
生 

 

今
年
１
年
の
活
動
を
説
明
会
で
報
告
！ 

〜
「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
国
内
推
薦
ま
で
の
足
跡
を
ご
紹
介
し
ま
す
〜 

 　
今
年
度
は
「
国
際
照
葉
樹
林

サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
す
る
な
ど
、

６
年
目
を
迎
え
た
綾
プ
ロ
の
新

た
な
一
歩
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
特
に
大
き
な
出
来
事
は
、
綾

町
を
中
心
と
す
る
地
域
が
、「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
」
に
国
内
推
薦
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

こ
こ
に
至
る
ま
で
の
足
跡
を
振
り
返
り
、
綾

プ
ロ
が
果
た
す
役
割
を
町
民
の
方
々
と
共
に

再
確
認
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
綾
町

で
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
や
り
た
い

の
か
、
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
に
つ
い
て
興
味

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

と
　
き
　
１
月
19
日
（
木
）　
午
後
７
時
〜 

と
こ
ろ
　
綾
町
高
年
者
研
修
セ
ン
タ
ー 

そ
の
他
　
参
加
料
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倉
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宮
　
原
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立
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     （
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下
） 

（
東
中
坪
） 
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A y a  T o p i c s

自治公民館手づくり文化祭 
 

　10 月 30日～ 11月 27日にか
けて、町内の自治公民館で「手づ
くり文化祭」が開催されました。
　各自治公民館では、それぞれに
工夫して、生涯学習で製作された
作品や野菜・加工品等々が飾り付
けされ、特色あふれる内容となっ
ていました。また、毎年恒例の「食」
の振る舞いもあり、多くの来場者
が手づくりの郷土料理を味わって
いました。 

第30回「綾工芸まつり」 
 

　11月19日～23日にかけて、綾てるはドームで「第30回綾工芸まつり」
が開催されました。今回は30回を記念して、人形作家「安部朱美」の創
作人形を取り入れた「手づくりの里 綾」パネル展や、てるはドーム駐車
場では、綾の「うまい食べもの」を集めた「うまいもん市場」も同時開
催されました。また、オープニングセレモニーでは永年綾町の工芸産業
の振興にご尽力され、功績のあった方々への特別功労表彰も行われました。 
 
　受　賞　者 

災害時相互応援協定の締結について 
 

　12 月 8日、宮崎県社会福祉協
議会と県内26の市町村社会福祉
協議会との間で、『災害時相互応
援協定』を締結しました。 
　この協定は、県内で災害が発生し、
被災地の市町村社協独自では十分
な災害救援活動（主にボランティ
ア活動の支援等）や必要な物資の
提供、職員の派遣などを実施、迅
速な応急復旧の対応を行うとともに、
平時には防災対策のノウハウを相
互に共有することで、防災体制の
さらなる強化をはかります。 
 

小学校持久走大会 
 

　12 月 9日、綾小学校の持久走
大会が、小学校の運動場と錦原運
動公園で開催されました。 
　この日の天候は快晴で冷たい冬
風が強い日でしたが、寒さを吹き
飛ばすほどにパワー全開で子ども
達は走っていました。 
　また、沿道やグランドでは多く
の保護者や地域の方が声援を送り、
参加した子ども達はそれぞれ自分
の目標を達成しようと一生懸命に
走り、全員が完走していました。 

交通指導員のお知らせ 
 

　新しく交通指導員として、菊田
稔さん ( 宮原 ) に委嘱状を交付し
ました。 
　児童の通学路の交通安全等街頭
での交通指導、交通安全に関する
広報活動の推進をして頂きます。 

(町民生活課)

綾工芸　　　　　　 原　春男 氏 
原銘木工芸　　　 原　義之 氏 

熊須工房　　　　　 熊須　一郎 氏 
綾の手紬染織工房　 秋山　眞和 氏 

グラスアート宮崎綾工房  黒木　國明 氏 
児玉工芸　　　　　  児玉　喜輝 氏 
熊須碁盤店　　　　  熊須　健一 氏 
玄太染織工房　　　  日 正一郎 氏 



■編集・発行／綾町役場 企画財政課 
〒880-1392 綾町大字南俣515番地 
TEL 0985-77-1111（直通:77-2948） FAX 0985-77-2094 
ホームページ　http://www.town.aya.miyazaki.jp/ayatown 
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日付 行　　事　　名 時　間 場　所 

1月 くらしのカレンダー 
275-7007 

275-2115 

277-2512 

282-5611 

275-2121 

275-5600 

275-7007 

230-7383

けいめい記念病院… 

海老原病院………… 

たまきクリニック… 

こむら内科医院…… 

こざくら整形外科… 

平山こどもクリニック 

けいめい記念病院… 

結い診療所………… 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

1 

2 

3 

8 

9 

15 

22 

29

の日曜在宅医 1月 

元日 
在宅医　けいめい記念病院（275-7007） 

振替休日 
在宅医　海老原病院（275-2115） 

平成24年成人式 
在宅医　たまきクリニック（277-2512） 

新年賀詞交換会 
仕事始め式 

 

自治公民館長会 

消防始め式 

第45回新春子ども駅伝大会 
在宅医　こむら内科医院（282-5611） 

成人の日 
第2回宮崎県市町村対抗駅伝競走大会 
在宅医　こざくら整形外科（275-2121） 

小・中学校始業式 
定例教育委員会 

高年者クラブ代議員会・新春懇話会 
わくわく広場 
廃ビニール回収日 

 

平成24年「わけもんの主張」発表会 

 

在宅医　平山こどもクリニック（275-5600） 

献血 

 

親子教室「コアラ」 
廃ポリ回収日 

照葉樹林プロジェクト事業報告会 
子牛品評会 

 

 

女性の集い大会 
在宅医　けいめい記念病院（275-7007） 

 

新春子ども議会 

ゆったり子育て教室 

子牛セリ市 
定例農業委員会 

誕生会 

 

河川あぜ焼き・用排水路一斉清掃 
図書館まつり 
在宅医　結い診療所（230-7383） 

 
 

 
 

 9 ：40～開式 
 

10：30～ 
 

 

13：30～ 

 8 :00～ 

10：00スタート 
 

 
10：00スタート 
 

 
13：30～ 

10:00～ 
 9 ：30～11：30 
13：30～ 

 

14：00～ 

 

 

 9 ：30～16：30 

 

 9 ：30～11：30 
13：30～ 

19：00～ 
 8 ：00～ 

 

 

 9 :00～12:10 
 

 

14：00～ 

 9 ：30～11：30 

 9 ：15～ 
13：30～ 

10：00～11：30 

 

 
 9 ：00～16：00

 
 

 
 

文化ホール 
 

酒泉の杜 
 

 

町公民館 

南川三本松橋下流河川敷 

町内 
 

 
宮崎市 
 

 
町公民館 

高年者センター 
子育て支援センター 
JA選果場 

 

宮崎市民文化ホール 

 

 

ほんものセンター駐車場 

 

子育て支援センター 
JA選果場 

高年者センター 
国富畜産センター 

 

 

文化ホール 
 

 

役場議会議場 

子育て支援センター 

宮崎中央市場 
開発センター 

子育て支援センター 

 

町内一円 
てるは図書館 

1 
 

2 
 

3 
 

4 
 

5 

6 

7 

8 
 
 
9 
 

10 
 

 
11 
 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 
 

19 
 

20 

21 

22 
 

23 

24 

25 

26 
 

27 

28 

 
29 
 

30 

31

日 
 

月 
 

火 
 

水 
 

木 

金 

土 

日
 
 

 
月 
 

火
 
 

 
水 
 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 
 

木 
 

金 

土 

日
 
 

月 

火 

水 

木
 
 

金 

土 

 
日 
 

月 

火 綾光寺ねはん画像 
　小学校にあったとされる旧綾光寺
の什物であったが、廃仏毀釈の際、
民家に隠され、後に説教場（西岸寺
の前身）に他の物と共に移動され、
今でも大切に保管されている。 

未来へ残そう！ 

人形作家「安部朱美」の創作人形 
　30回を迎えた工芸まつりで、「家
族の絆」「昭和の風景」をテーマに
展示された作品。  

1月は、　　　　　　　 
町県民税4期　　　 
国民健康保険税9期 
　　　　　　の納期です。 
納期限は1月31日（火）です。 

今月の一枚 


